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‘地元に帰ろう’基礎講座 授業概要 

文責 田無スマイル大学 富沢木実 

 

 

 

2日目（12月 22日） 

先輩の話を聞いてみよう（３） 

 

この日は、次の 3人の先輩たちのお話をうかがいました。 

 

１．水井高志さん（NPO法人西東京花の会） 

２．池田干城さん（西原自然公園を育成する会ほか） 

３．青山恭彦さん（きらっとシニア倶楽部ほか） 

 

水井さん、池田さんは、地域での活動が長い方々。青山さんは、はじめてまだ数年の方。それ

ぞれ地域への係り方にも特徴があって、大変興味深かったです。（私の技術レベルの問題から、ワ

ープロと写真がずれるので、一つひとつのファイルにします。） 

 

 

3. 青山恭彦さん（きらっとシニア倶楽部ほか） 

(ア) 会社員時代には、西東京市とは無縁 

 新町に住んでおり、武蔵境から中央

線で都心に通うだけで、西東京市に

住んではいながら、田無駅も、西武

線も、田無タワーも多摩六都科学館

もまったく知らなかった。西東京の

人もまちも何も知らなかった。 
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(イ) 定年後の過ごし方についての自問自答 

 会社を退職した時感じたのは、自分で自由に使える時間を得たということ。幸運と

ツキを得るのは人との交流の中からなのに、まちの人を知らないのはまずい。先ず

は自由に使える時間を人を知ることに使おうと考えた。 

             

  

 

 現役時代は満員電車に乗っているだけで、吊り広告から情報を得られたし、ファッ

ションも観察できた。また、運動にもなった。リタイアして変わったことは、まち

の人の話が生活の情報源となり、服装もフォーマルとカジュアルの区別がつかなく

なった。運動も心がけないといけなくなった。 

 自分は、リタイアとか定年・退職という言葉が嫌い。セカンドライフもスローライ

フも、悠々自適も隠居暮らしも嫌い。リセットするも嫌い。定年は通過点、卒業で

ある。卒業なら、次へ進み、何か新しいことをするのは当然。スローではなく、ス

ピード感を持って。自分は、周りに合わせてきた融合派だった、今度は本当に自分

のやりたいことをやりたい。 

 この講座もそうだが、世の中は、教え魔だらけ、定年後の過ごし方なんかを教えて

もらう必要はない、自分で決める。もう 70歳だぞ。自立だ。 

 自分は、現在「ふれまち」など社協の関係のことにも首を突っ込んでいるが、これ

は、将来、自分がお世話になる時が来るだろうと思って勉強のつもり。うっかりし
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ていると、どんどん手伝わされる。もっと、自分が楽しいと思うこと（趣味の世界）

に投資していきたい。 

     

 今、自分が楽しいと思うことには、いろいろある。昔の友人との懐古話も好きだ（過

去は振り返るなと良く言われるが楽しい）。でも、今、新しい人との出会いが楽しい。

会社時代の人は皆同じ方向を向いているが、地域の人は皆向きがバラバラ、まちは

人財の宝庫。そういえば、植木職人になった同期は、楽しそうに話している。虚勢・

虚飾の人生ではなく、素直に生きたい。 

   

  

（ウ）そう思ってこれまでやってきたこと 

 68歳で会社を卒業した直後は、田無図書館で保谷市史や田無市史を読み漁り、雑学

大学の講義を聴講し、田無カレッジに入学した。しかし、一人で勉強するだけで、

そこからは新しい人とのつながりはできなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その後、田無ソーシャルメディア研究会に入会したことが運とツキを呼んだ。仙人

の家でのパーティやイベントで、更に、多摩 CBネットワークやジャーナリスト楽
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校などにも参加して知り合いが増えた。田無スマイル大学の地域イノベーター養成

講座を受講して更に多くの人と知り合った。「でかけようどっとこむ」というポータ

ルサイトをここで立ち上げた。これは、多摩地域の高齢者の金融資産は 3兆円もあ

るというのに地元にはあまり使われていない。そこで、お金を使ってもらうために

お出かけ情報を提供するサイトを作ったのだが、まだ不十分。 

 その後、きらっとシニア倶楽部に入会し、ミニコミ紙を発行するために、いろいろ

なまちの人に会ったり、書物を調べたりして記事を書いているが、これは自分の趣

味にもあっていて、気に入っている。こうしてもらった名刺の数は 0から 300枚く

らいになった。 

 そのほか、高尾山への山登りや写仏会にも参加するなどしていた。無心で仏様の絵

を写すのは、とても心地良いことを知った。 

 

  

 今いろいろなことをやりすぎていて、今後は縮小しようと思っている。地域参加の

理由は、人によって様々だろうが、自分は、「まちの人を知りたい、まちの人を知っ

てまちを知りたい、まちの知らないことを知る」であった。しかし、お手伝いをし

すぎていて、自分は本当にワクワクしているか、楽しいかと自問自答してしまう。

不満というより、自分の思ったやりたいことができなくなっている焦燥感だ。 

 

 

 

 



5 

 

  

   

 

（エ）地域活動について 

 地域での過ごし方は会社とは違うが、しかし、趣味のお遊びではなく、目的を掲げ

て継続的に活動するためには、会社社会と同じようにリーダーシップや組織運営は

必要であると思う。目的に向かう情熱が一致していないと、人を束ねることは会社

社会以上に難しいことだと最近感じている。 
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 交流会風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


